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令
和
七
年
度

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

優

秀

作

品

集

◎
（
公
財
）
明
る
い
選
挙
推
進
協
会
会
長
・

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会
会
長
賞

◎
特
選

市
立
興
除
中
学
校

二
年

片
山

真
衣
さ
ん

◎
入
選

市
立
岡
山
中
央
小
学
校

五
年

朝
浦

恵
都
さ
ん

◎
入
選

市
立
興
除
中
学
校

一
年

瀬
戸
川

舞
さ
ん

岡
山
県
内
で
四
七
三
人
の
応
募
が
あ
り
、

岡
山
市
内
の
小
・
中
学
校
か
ら
は
、
次

の
み
な
さ
ん
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た
。

◎
会
長
賞

県
立
岡
山
操
山
中
学
校

一
年

湯
谷

真
央
さ
ん

◎
特
選

市
立
興
除
中
学
校

一
年

白
川

凛
佳
さ
ん

◎
入
選

市
立
岡
山
中
央
小
学
校

一
年

葛
西

康
太
さ
ん

◎
入
選

市
立
岡
山
中
央
小
学
校

四
年

田
口

絢
子
さ
ん

◎
入
選

市
立
興
除
中
学
校

二
年

髙
橋

龍
真
さ
ん

◎
入
選

市
立
岡
山
中
央
中
学
校

二
年

佐
々
木
み
ど
り
さ
ん

◎
入
選

市
立
興
除
中
学
校

二
年

松
田

愛
華
さ
ん

◎
入
選

県
立
岡
山
操
山
中
学
校

三
年

大
神
田

優
菜
さ
ん

◎
入
選

県
立
岡
山
操
山
中
学
校

三
年

山
﨑

陽
音
さ
ん

◎
入
選

県
立
岡
山
操
山
中
学
校

三
年

石
戸

心
菜
さ
ん



岡
山
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会

長

岩

淵

泰

最
後
は
、
十
月
五
日
の
岡
山
市
長

選
挙
だ
。
投
票
率
三
十
六
・
六
六
％

は
、
前
回
の
三
十
四
・
〇
一
％
か
ら

微
増
し
た
。
岡
山
市
明
る
い
選
挙
推

進
協
議
会
と
し
て
も
、
も
っ
と
盛
り

上
げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

現
在
、
私
が
関
心
を
持
っ
て
い
る

の
は
、
地
域
政
治
を
身
近
な
も
の
に

す
る
こ
と
だ
。

今
年
は
、
岡
山
市
選
挙
啓
発
サ
ポ

ー
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
と
共
に
、
投
票

率
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
啓
発
活
動
を

行
っ
た
。
選
挙
の
標
語
づ
く
り
、
ス

テ
ッ
カ
ー
の
作
成
、
大
学
内
で
の
選

挙
啓
発
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
な
ど
、
ま

だ
ま
だ
手
探
り
の
状
態
だ
。

一
月
二
十
二
日
に
は
、
岡
山
大
学

教
養
科
目
の
中
で
、
「
身
近
な
議
会

を
つ
く
る
に
は
？
」
と
い
う
ワ
ー
ク

街
で
も
起
こ
り
う
る
ケ
ー
ス
だ
と
思

わ
れ
た
。

二
つ
目
は
、
七
月
二
十
日
の
参
議

院
議
員
選
挙
で
あ
る
。
倉
敷
Ｊ
Ｃ

（
倉
敷
青
年
会
議
所
）
が
公
開
討
論

会
を
企
画
し
、
私
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
務
め
、
三
名
の
候
補
者
が
登

壇
し
た
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
各
候
補
者

と
も
、
政
党
の
掲
げ
る
政
策
実
現
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
政
治
を
志
し

た
背
景
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
。

そ
し
て
、
各
自
が
「
日
本
を
変
え
な

い
と
い
け
な
い
ん
だ
！
」
と
強
い
気

持
ち
を
表
し
て
い
た
。

岡
山
に
は
熱
量
も
力
量
も
あ
る
人

材
が
い
る
。
若
い
世
代
を
巻
き
込
ん

で
政
治
の
舞
台
で
活
躍
で
き
る
環
境

を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
た
。

令
和
七
年
、
私
は
三
つ
の
選
挙
に

関
わ
っ
た
。
一
つ
目
は
、
四
月
十
三

日
の
新
見
市
議
会
議
員
選
挙
で
あ
る
。

定
数
十
六
名
に
対
し
、
十
七
名
が

立
候
補
し
た
。
し
か
し
、
選
挙
の
結

果
、
二
名
の
候
補
者
が
法
定
得
票
数

に
届
か
ず
、
当
選
者
が
十
五
名
に
減

る
と
い
う
全
国
で
も
珍
し
い
選
挙
と

な
っ
た
。

私
は
、
地
元
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

選
挙
解
説
を
担
当
し
、
そ
の
経
緯
を

分
析
し
て
み
た
。
大
き
な
理
由
は
、

地
域
で
立
候
補
者
の
数
が
選
挙
の
直

前
ま
で
把
握
で
き
ず
、
選
挙
が
あ
る

の
か
否
か
を
だ
れ
も
分
か
ら
な
か
っ

た
こ
と
だ
。

選
挙
の
実
施
は
良
か
っ
た
の
だ
が
、

政
策
や
ま
ち
づ
く
り
の
訴
え
が
有
権

者
に
十
分
に
届
き
づ
ら
か
っ
た
。
候

補
者
が
そ
ろ
わ
な
け
れ
ば
、
ど
こ
の

地
域
政
治
へ
の
期
待
を
込
め
て

シ
ョ
ッ
プ
も
企
画
し
て
い
る
。
大
学

生
と
岡
山
市
議
会
議
員
が
意
見
交
換

を
す
る
。
ど
の
よ
う
な
提
案
が
あ
る

の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
だ
。

岡
山
市
議
会
は
、
こ
ど
も
議
会
を

含
め
て
、
議
会
を
ひ
ら
か
れ
た
場
に

す
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
る
。

市
民
が
地
域
政
治
に
目
を
向
け
る

に
は
、
政
治
に
携
わ
る
人
が
、
市
民

に
語
り
か
け
る
場
が
必
要
な
の
だ
。



- 若者が考えた選挙啓発 -

十
代
・
二
十
代
の
投
票

率
の
向
上
を
目
的
と
し
て

選
挙
啓
発
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー

さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
を
元
に
、

七
月
の
参
議
院
選
挙
の
啓

発
動
画
や
十
月
の
市
長
選

挙
の
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
を

企
画
し
ま
し
た
。

選
挙
啓
発
サ
ポ
ー
タ
ー

サポーターさんの提案で

キャッチコピーを募集し

たところ、３５１作品の

応募がありました。

入賞したキャッチコピー

を題材にして、サポータ

ーさんと参院選の啓発動

画を作成し、YouTubeやX

などで公開しました。

サポーターさんデザインの

「投票所来場カード」です。

サポーターさんのアイデア

サポーターさんデザインの

選挙のめいすいくんＴシャ

ツを着て、岡山大学で市長

選の街頭啓発をしました。



岡
山
市
選
挙
管
理
委
員

会
の
公
式
Ｘ
ア
カ
ウ
ン
ト

で
は
、
選
挙
の
啓
発
や
主

権
者
教
育
、
あ
る
い
は
事

務
局
の
活
動
な
ど
、
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
発
信
し
て

い
ま
す
。

令
和
三
年
三
月
か
ら
運

用
を
開
始
し
た
当
ア
カ
ウ

ン
ト
は
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
選
挙
の
こ
と
を
も
っ
と

身
近
に
感
じ
て
も
ら
お
う

と
い
う
想
い
で
、
選
挙
管

理
委
員
会
の
職
員
が
投
稿

を
考
え
て
い
ま
す
。

実
は
奥
が
深
い
選
挙
の

仕
組
み
や
皆
さ
ん
が
ご
利

用
で
き
る
投
票
方
法
等
の

お
役
立
ち
情
報
を
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
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